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BIOSBIOS設定設定

マザーボードにはシステムの構成内容や設定を指定するために設定ユーマザーボードにはシステムの構成内容や設定を指定するために設定ユー
ティリティを使用します。このシステムにはすでにマザーボードが搭載さティリティを使用します。このシステムにはすでにマザーボードが搭載さ
れていますので、製造元により適切な設定がなされているはずです。マれていますので、製造元により適切な設定がなされているはずです。マ
ザーボードを新しく装着したり、システムを再設定する場合や、設定ユーザーボードを新しく装着したり、システムを再設定する場合や、設定ユー
ティリティを起動するように要求されたときは、新しい設定情報を入力しティリティを起動するように要求されたときは、新しい設定情報を入力し
てください。てください。

このマザーボードは、システムのこのマザーボードは、システムのRO MR O M設定情報を含む設定情報を含むA w a r d  B I O SA w a r d  B I O Sチップをチップを
使用しています。この使用しています。このB I O SB I O S チップは、チップは、C P UC P U とその他ボード上の構成部品ととその他ボード上の構成部品と
のインターフェースの役割を担っています。この章では設定プログラムにのインターフェースの役割を担っています。この章では設定プログラムに
含まれる情報と、含まれる情報と、P CP C システムの構成に合わせた設定方法を説明します。システムの構成に合わせた設定方法を説明します。

システムシステムB I O SB I O Sに組み込まれた設定ユーティリティはに組み込まれた設定ユーティリティはC M O S  R A MC M O S  R A Mに保存されに保存され
ており、このユーティリティを使ってシステムの設定を変更します。シスており、このユーティリティを使ってシステムの設定を変更します。シス
テムの設定を変えたり、システムのバックアップバッテリーを取り替えたテムの設定を変えたり、システムのバックアップバッテリーを取り替えた
り、システムが設定エラーを検出した場合に、設定ユーティリティを起動り、システムが設定エラーを検出した場合に、設定ユーティリティを起動
するよう要求されます。コンピュータを起動した後のするよう要求されます。コンピュータを起動した後のR A MR A Mテスト時にテスト時にD e l e t eD e l e t e
キーを押すと、このユーティリティを呼び出すことができます。コンキーを押すと、このユーティリティを呼び出すことができます。コン
ピュータを起動した後、ピュータを起動した後、R A MR A M テスト中にテスト中にD e l e t eD e l e t e キーを押すと、このユーキーを押すと、このユー
ティリティを呼び出すことができます。ティリティを呼び出すことができます。D e l e t eD e l e t e キーを押すタイミングが少キーを押すタイミングが少
しでも遅れると、しでも遅れると、P O S TP O S T （自己診断テスト）がテストルーチンを続行して設（自己診断テスト）がテストルーチンを続行して設
定ユーティリティを起動することができなくなります。設定ユーティリ定ユーティリティを起動することができなくなります。設定ユーティリ
ティを呼び出すには、ティを呼び出すには、CtrlCtrl, , AltAlt, , DeleteDeleteキーを同時に押すか、コンピュータキーを同時に押すか、コンピュータ
ケースのリセットボタンを押してシステムを再起動する必要があります。ケースのリセットボタンを押してシステムを再起動する必要があります。
また、コンピュータの電源を一度切って、もう一度電源を投入して再起動また、コンピュータの電源を一度切って、もう一度電源を投入して再起動
することもできますが、先に紹介したすることもできますが、先に紹介した22 つの方法でシステムを再起動できなつの方法でシステムを再起動できな
かった場合にのみ実行してください。プログラムを選択するには矢印キーかった場合にのみ実行してください。プログラムを選択するには矢印キー
を使って選択し、を使って選択し、EnterEn t e rキーで確認してくださいキーで確認してください

CMOSCMOS設定ユーティリティ設定ユーティリティ Main CMOS Setup Main CMOS Setup

設定ユーティリティを起動すると、次のような設定ユーティリティを起動すると、次のようなCMOS  S E T U P  U T I L I T YC M O S  S E T U P  U T I L I T Yのメのメ
インスクリーンが表示されます。画面の最下部にはこの画面で使用できるインスクリーンが表示されます。画面の最下部にはこの画面で使用できる
コントロールキーが表示されます。これらのキーとその使い方を覚えてくコントロールキーが表示されます。これらのキーとその使い方を覚えてく
ださい。コントロールキーセクションの下には、選択されている項目に関ださい。コントロールキーセクションの下には、選択されている項目に関
する情報が表示されます。する情報が表示されます。
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標準設定実行標準設定実行 Load Defaults Load Defaults

「「Load BIOS DefaultsLoad BIOS Defaults」」はは､､必要最低限のシステムパフォーマンスを確立する必要最低限のシステムパフォーマンスを確立する
ために最適な各パラメーターの設定がなされています。「ために最適な各パラメーターの設定がなされています。「L o a d  S e t u pL o a d  S e t u p
DefaultsDefaults」は、」は、BIOSBIOSとチップセット機能を工場出荷時のデフォルト値に戻しとチップセット機能を工場出荷時のデフォルト値に戻し
ます。このレベルでデフォルト値を選択すると設定可能な項目が変りまます。このレベルでデフォルト値を選択すると設定可能な項目が変りま
す。す。

基本設定基本設定 Standard COMS Setup Standard COMS Setup

Standard CMOS SetupStandard CMOS Setupでは、システムハードウェアの基本的な設定を記録し、では、システムハードウェアの基本的な設定を記録し、
システムクロックとエラー発生時の処理方法を設定します。マザーボードシステムクロックとエラー発生時の処理方法を設定します。マザーボード
がすでにシステムに装着されている場合は、この設定を行う必要はありまがすでにシステムに装着されている場合は、この設定を行う必要はありま
せん。ただし、マザーボード上のせん。ただし、マザーボード上のC M O SC M O S メモリに保存されている設定情報がメモリに保存されている設定情報が
消失したり、破損したり、ハードウェアの設定を変更した場合などは、値消失したり、破損したり、ハードウェアの設定を変更した場合などは、値
を設定し直す必要があります。通常オンボードのを設定し直す必要があります。通常オンボードのC M O SC M O S バッテリーのパワーバッテリーのパワー
が不足すると、設定値が失われたり、破損したりします。が不足すると、設定値が失われたり、破損したりします。

上の画面には項目一覧が表示されます。画面の最下部にはこの画面で使用上の画面には項目一覧が表示されます。画面の最下部にはこの画面で使用
可能なコントロールキーが表示されます。これらのキーとその使い方を覚可能なコントロールキーが表示されます。これらのキーとその使い方を覚
えてください。ユーザ定義が可能な項目は別な色で表示されます。えてください。ユーザ定義が可能な項目は別な色で表示されます。F 1F 1 キーキー
を押すとヘルプメニューが表示され、選択した項目に関する情報を見るこを押すとヘルプメニューが表示され、選択した項目に関する情報を見るこ
とができます。画面右下のメモリ表示は読み取り専用で、それぞれ自動的とができます。画面右下のメモリ表示は読み取り専用で、それぞれ自動的
に修正されます。に修正されます。
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DateDate
日にちを設定するには、日にちを設定するには、DateDateを選択してを選択してpage up/page downpage up/page downキーまたは＋キーまたは＋//－－
キーを使います。月、日、年の形式で入力してください。それぞれ有効なキーを使います。月、日、年の形式で入力してください。それぞれ有効な
値は、月：（値は、月：（11からから121 2）、日：（）、日：（11からから313 1）、年：（）、年：（20 7 92 0 7 9まで）です。まで）です。

TimeTime
時間を設定するには、時間を設定するには、TimeTimeを選択してを選択してpage up/page downpage up/page downキーまたは＋キーまたは＋//－キー－キー
を使います。時、分、秒の形式で入力してください。それぞれ有効な値を使います。時、分、秒の形式で入力してください。それぞれ有効な値
は、時：（は、時：（0 00 0からから2 32 3）、分：（）、分：（0 00 0からから5 95 9）、秒：（）、秒：（0 00 0からから5 95 9）です。現在）です。現在
の時間を変更したくないときは、の時間を変更したくないときは、E n t e rE n t e rキーを２回押してください。キーを２回押してください。

Hard DisksHard Disks
システムに装着されている非システムに装着されている非S C S IS C S I ハードディスクドライブの情報を記録しまハードディスクドライブの情報を記録しま
す。オンボードのす。オンボードのPCI IDEPCI IDEコネクタでは４つのコネクタでは４つのIDEIDEハードディスクか他のハードディスクか他のIDEIDE
デバイスに接続するためのプライマリチャネルとセカンダリチャネルしかデバイスに接続するためのプライマリチャネルとセカンダリチャネルしか
使用できません。各チャネルはそれぞれ２つのハードディスクをサポート使用できません。各チャネルはそれぞれ２つのハードディスクをサポート
することができ、それぞれ最初のハードディスクが“マスター”で２番めすることができ、それぞれ最初のハードディスクが“マスター”で２番め
のハードディスクが“スレーブ”となります。のハードディスクが“スレーブ”となります。

S C S IS C S I ハードディスクはデバイスドライバを使って操作され、ハードディスクはデバイスドライバを使って操作され、B I O SB I O S ではサではサ
ポートされていませんので、その情報を入力する必要はありません。ポートされていませんので、その情報を入力する必要はありません。S p e c i -S p e c i -
fications for SCSI hard disks need not be entered here SCSIfications for SCSI hard disks need not be entered here SCSIコントローラカードをコントローラカードを
装着してある場合は、その説明書をお読みになり必要な装着してある場合は、その説明書をお読みになり必要なS C S IS C S I ドライバをインドライバをイン
ストールしてください。ストールしてください。
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I D EI D Eハードディスクドライブの設定では次のような選択をすることができハードディスクドライブの設定では次のような選択をすることができ
ます。ます。

••「「A u t oA u t o 」を選択してブート中に自動検出させる」を選択してブート中に自動検出させる

••メインメニューで「メインメニューで「I D E  H D D  A U T O  D E T E C T I O NI D E  H D D  A U T O  D E T E C T I O N」を選択して」を選択して

ドライブの情報を自動的に入力させるドライブの情報を自動的に入力させる

••「「UserUser」を選択して手動で入力する」を選択して手動で入力する

ハードディスクタイプについてのエントリには、ハードディスクタイプについてのエントリには、C Y L SC Y L S （シリンダの数）（シリンダの数）,,
HEADHEAD（読み出し／書き込みヘッドの数）（読み出し／書き込みヘッドの数）,  PRECOMP, PRECOMP（書き込むタイミング（書き込むタイミング
を変更するときのシリンダー数）を変更するときのシリンダー数）,  L A N D Z,  L A N D Z （ヘッドが待避するシリンダー（ヘッドが待避するシリンダー
数）数）, SECTOR, SECTOR（セクタの数）（セクタの数）, MODE, MODEなどがあります。などがあります。SIZESIZEはあなたが行っはあなたが行っ
た他の設定によって自動的に調整されます。た他の設定によって自動的に調整されます。H D DH D D の仕様については、ハーの仕様については、ハー
ドディスクの説明書に記載されているはずです。ドディスクの説明書に記載されているはずです。

M O D EM O D E ははI D EI D E ハードディスク専用のエントリですので、ハードディスク専用のエントリですので、M F MM F M ややE S D IE S D I などでなどで
は省略してください。このエントリにはは省略してください。このエントリにはNormal, Large, LBA, AutoNormal, Large, LBA, Autoの４つの選の４つの選
択肢があります。択肢があります。528MB52 8 M B以下の以下のIDE HDDIDE HDDは「は「NormalNormal」に、」に、LBALB A（（Logi c a lL o g i c a l
Block AddressingBlock Addressing）に対応した）に対応した528MB528MB以上のハードディスクは「以上のハードディスクは「LBALBA」に、」に、
5 2 8 M B5 2 8 M B以上で以上でL B AL B Aをサポートしないハードディスクは「をサポートしないハードディスクは「L a r g eL a r g e」に設定して」に設定して
ください。ください。L a r g eL a r g e タイプのドライブはタイプのドライブはM S - D O SM S - D O S でしか使用できません。でしか使用できません。
5 2 8 M B5 2 8 M B以上のほとんどの以上のほとんどのI D EI D EドライブはドライブはL B AL B A に対応しています。に対応しています。

ブート時のハードディスクの自動検出ブート時のハードディスクの自動検出
Auto Detection of Hard Disks on BootupAuto Detection of Hard Disks on Bootup

Primary Master, Primary Slave, Secondary Master, Secondary SlavePrimary Master, Primary Slave, Secondary Master, Secondary SlaveののTYPETYPEとと
M O D EM O D E項目を「項目を「A u t oA u t o 」に設定すると、ブート時に」に設定すると、ブート時にI D EI D E ドライブが自動検出さドライブが自動検出さ
れますので、ハードディスクを変えた後（電源をれますので、ハードディスクを変えた後（電源をO f fO f f にして）、そのタイプにして）、そのタイプ
を再設定する必要がありません。この機能に対応していない古いタイプのを再設定する必要がありません。この機能に対応していない古いタイプの
ハードディスクを使用するときは、これまで通りの方法で設定してくださハードディスクを使用するときは、これまで通りの方法で設定してくださ
い。い。

｠｠ 注意：注意：IDEIDEハードディスクの情報がハードディスクの情報がBIOSBIOSに入力されたら、新しいに入力されたら、新しいIDEIDEハードハード
ディスクはデータの読み取り／書き込みができるようにパーティションを作成ディスクはデータの読み取り／書き込みができるようにパーティションを作成
し、フォーマットする必要があります（し、フォーマットする必要があります（FD I S K . E X EF D I S K . E X EややD O SD O Sベースのユーティリベースのユーティリ
ティなどを使います）。プライマリティなどを使います）。プライマリI D EI D E ハードディスクドライブはアクティブハードディスクドライブはアクティブ
にするパーティションセットがあるはずです（にするパーティションセットがあるはずです（F D I S KF D I S K を使って作成することもを使って作成することも
できます）。できます）。
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Drive A / Drive BDrive A / Drive B
システムに装着されているシステムに装着されているF D DF D D のタイプを記録します。特定のドライブをのタイプを記録します。特定のドライブを
設定するには、項目を選択して矢印キーを使ってドライブのタイプを選択設定するには、項目を選択して矢印キーを使ってドライブのタイプを選択
してください。設定：してください。設定：None (DriveNone (DriveＢのディフォルトＢのディフォルト); 360KB, 5.25 in.;); 360KB, 5.25 in.;
1.2MB, 5.25 in.; 720KB, 3.5 in.; 1.44MB, 3.5 in. (Drive1.2MB, 5.25 in.; 720KB, 3.5 in.; 1.44MB, 3.5 in. (DriveＡのディフォルトＡのディフォルト););
2.88MB, 3.5 in.2.88MB, 3.5 in.

Floppy 3 Mode SupportFloppy 3 Mode Support
これは日本の標準これは日本の標準F D DF D D です。標準ではです。標準では3 . 53 . 5 インチのディスクにインチのディスクに1 . 2 M B1 . 2 M B のデーのデー
タを保存することができます。この項目は通常無効に設定されています。タを保存することができます。この項目は通常無効に設定されています。
設定：設定：DisabledDisabled（ディフォルト）；（ディフォルト）；Drive ADrive A；；Drive BDrive B；；BothBoth

VideoVideo
ビデオディスプレイカードのタイプを設定します。ビデオディスプレイカードのタイプを設定します。V G AV G A またはそれ以上のまたはそれ以上の
解像度のカードを使用する場合は、「解像度のカードを使用する場合は、「E G A / V G AE G A / V G A 」に設定してください。設」に設定してください。設
定：定：E G A / V G AE G A / V G A（ディフォルト）；（ディフォルト）；MonoMono（（H e r c u l e sH e r c u l e sまたはまたはM D AM D Aの場合）；の場合）；
CGA 40CGA 40；；CGA 80CGA 80

Halt OnHalt On
システムを停止させるエラーのタイプを選択します。設定：システムを停止させるエラーのタイプを選択します。設定：All ErrorsAll Errors（ディ（ディ
フォルト）；フォルト）；No ErrorsNo Errors；；All, But KeyboardAll, But Keyboard；；All, But DisketteAll, But Diskette；；All, But Disk/All, But Disk/
KeyKey

ソフトウェアのターボ速度ソフトウェアのターボ速度  Software Turbo SpeedSoftware Turbo Speed
Software Turbo SpeedSoftware Turbo Speed機能で、機能で、DOSDOSゲームのスピードを調整することができまゲームのスピードを調整することができま
す。フロントパネルのす。フロントパネルのTurbo Speed ButtonTurbo Speed Buttonを押さずに「を押さずに「AltAlt」、「」、「CtrlCtrl」、」、
「「＋＋」の」の33 つのキーを同時に押すと、つのキーを同時に押すと、T u r b o  S p e e dT u r b o  S p e e d機能を有効にし、機能を有効にし、
「「A l tA l t」、「」、「C t r lC t r l 」、「」、「－－」の」の33つのキーを同時に押すと、この機能は解除つのキーを同時に押すと、この機能は解除
されます。されます。

機能設定機能設定 BIOS Features Setup BIOS Features Setup

BIOS Features SetupBIOS Features Setupではシステムの性能を向上させたり、必要に応じてシスではシステムの性能を向上させたり、必要に応じてシス
テムの機能を設定したりすることができます。マザーボードの設計上の理テムの機能を設定したりすることができます。マザーボードの設計上の理
由により、いくつかの項目はディフォルト値のままにしておく必要があり由により、いくつかの項目はディフォルト値のままにしておく必要があり
ます。ます。

画面の右下部にはこの画面で使用できるコントロールキーが表示されてい画面の右下部にはこの画面で使用できるコントロールキーが表示されてい
ます。これらのキーとその使い方を覚えてください。ます。これらのキーとその使い方を覚えてください。F 1F 1 キーを押すとヘルキーを押すとヘル
プメニューが表示され、選択した項目に関する情報を見ることができまプメニューが表示され、選択した項目に関する情報を見ることができま
す。す。F 5F 5 キーを押すと前の値に設定され、キーを押すと前の値に設定され、F 6F 6 キーとキーとF 7F 7 キーを押すとそれぞれキーを押すとそれぞれ
BIOSBIOS標準値と標準値とSetupSetup標準値に設定されます。標準値に設定されます。
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Virus WarningVirus Warning
ハードディスクのブートセクタとパーティションテーブルをウイルスからハードディスクのブートセクタとパーティションテーブルをウイルスから
保護します。これらに書き込みが行われようとすると、システムが停止し保護します。これらに書き込みが行われようとすると、システムが停止し
て警告メッセージを表示します。ウイルスが検出された場合は、操作を続て警告メッセージを表示します。ウイルスが検出された場合は、操作を続
行するか、ウイルスが侵入していない起動ディスクを使ってシステムをリ行するか、ウイルスが侵入していない起動ディスクを使ってシステムをリ
ブートしてください。新しくブートしてください。新しくO SO S をインストールするときは、書き込みエをインストールするときは、書き込みエ
ラーを発生させないようにこの機能を無効にしておいてください。設定：ラーを発生させないようにこの機能を無効にしておいてください。設定：
DisabledDisabled（ディフォルト）（ディフォルト）; Enabled; Enabled

CPU Internal Cache / External CacheCPU Internal Cache / External Cache
これらはこれらはC P UC P U の内部キャッシュと外部キャッシュをオン／オフにします。の内部キャッシュと外部キャッシュをオン／オフにします。
設定：設定：EnabledEnabled（ディフォルト）；（ディフォルト）；DisabledDisabled

CPU L2 Cache ECC CheckingCPU L2 Cache ECC Checking
C P UC P U のレベル２キャッシュをチェックして、エラーが発生するとそれを修のレベル２キャッシュをチェックして、エラーが発生するとそれを修
正します。設定正します。設定: Enabled (: Enabled (ディフォルトディフォルト); Disabled); Disabled

Quick Power On Self TestQuick Power On Self Test
有効設定（有効設定（E n a b l e dE n a b l e d）で、）で、B I O SB I O Sの拡張メモリテストを省略します。設定：の拡張メモリテストを省略します。設定：
EnabledEnabled（ディフォルト）；（ディフォルト）；DisabledDisabled

Boot Sequence (LS120/ZIP100)Boot Sequence (LS120/ZIP100)
選択した順序でディスクドライブのオペレーティングシステムを優先的に選択した順序でディスクドライブのオペレーティングシステムを優先的に
起動することができます。設定：起動することができます。設定：A, C, SCSI (A, C, SCSI (ディフォルトディフォルト); LS/ZIP, C; C, only;); LS/ZIP, C; C, only;
SCSI, C, A; SCSI, A, C; F, A, SCSI; E, A, SCSI; D, A, SCSI; CDROM, C, A; C,SCSI, C, A; SCSI, A, C; F, A, SCSI; E, A, SCSI; D, A, SCSI; CDROM, C, A; C,
CDROM, A; C, A, SCSICDROM, A; C, A, SCSI
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Swap Floppy DriveSwap Floppy Drive
ブート時にオペレーティングシステムを起動するディスクドライブの順序ブート時にオペレーティングシステムを起動するディスクドライブの順序
を入れ替えます。を入れ替えます。設定：設定：EnabledEnabled；；DisabledDisabled（ディフォルト）（ディフォルト）

Boot Up Floppy SeekBoot Up Floppy Seek
有効設定（有効設定（E n a b l e dE n a b l e d）で、長めのシークコマンドを利用して）で、長めのシークコマンドを利用してB I O SB I O Sがフロッがフロッ
ピーディスクドライブのテストを実行します。設定：ピーディスクドライブのテストを実行します。設定：E n a b l e dE n a b l e d（ディフォル（ディフォル
ト）；ト）；DisabledDisabled

Boot Up NumLock StatusBoot Up NumLock Status
有効設定（有効設定（O nO n）で、システム起動時に自動的に）で、システム起動時に自動的にN u m  L o c kN u m  L o c k機能が有効になり機能が有効になり
ます。設定：ます。設定：O nO n（ディフォルト）；（ディフォルト）；O f fO f f

Boot Up System SpeedBoot Up System Speed
システム起動時に速くブートさせたいときは「システム起動時に速くブートさせたいときは「H i g hH i g h 」に設定します。設定：」に設定します。設定：
High (High (ディフォルトディフォルト); Low); Low

Gate A20 OptionGate A20 Option
ProtectedProtectedモードのときレスポンスを速くさせたいときは「モードのときレスポンスを速くさせたいときは「FastFast」に設定しま」に設定しま
す。設定：す。設定：Fast (Fast (ディフォルトディフォルト); Normal); Normal

Memory Parity/ECC CheckMemory Parity/ECC Check
E C CE C C またはパリティまたはパリティD R A MD R A M を検出したとき、自動的にメモリチェックを実行を検出したとき、自動的にメモリチェックを実行
させます。設定：させます。設定：Enabled (Enabled (ディフォルトディフォルト); Disabled); Disabled

Typematic Rate SettingTypematic Rate Setting
有効設定（有効設定（E n a b l e dE n a b l e d）で、次の２つのタイプマティックに関する設定を行う）で、次の２つのタイプマティックに関する設定を行う
ことができます。設定：ことができます。設定：Disabled (Disabled (ディフォルトディフォルト); Enabled); Enabled

Typematic Rate (Chars/Sec)Typematic Rate (Chars/Sec)
キーを押し続けたときに入力される文字のリピートスピードを変更しまキーを押し続けたときに入力される文字のリピートスピードを変更しま
す。設定：す。設定：66（ディフォルト）；（ディフォルト）；88；；1010；；1212；；1515；；2020；；2424；；3030

Typematic Delay (Msec)Typematic Delay (Msec)
次の文字が表示されるまでの時間を設定します。設定：次の文字が表示されるまでの時間を設定します。設定：2 5 02 5 0 （ディフォル（ディフォル
ト）；ト）；500500；；750750；；10001000（ミリ秒）（ミリ秒）

Security OptionSecurity Option
システムのセキュリティーレベルの設定をします。「システムのセキュリティーレベルの設定をします。「S e t u pS e t u p 」設定ではパス」設定ではパス
ワードなしでシステムがブートし、設定ユーティリティが呼び出されたとワードなしでシステムがブートし、設定ユーティリティが呼び出されたと
きのみきのみSupervisorSupervisorパスワードを入力する必要があります。「パスワードを入力する必要があります。「SystemSystem」では」では
ブート時に毎回ブート時に毎回U s e rU s e r パスワードを入力する必要があります。パスワードの指パスワードを入力する必要があります。パスワードの指
定はメインスクリーンで指定してください。設定：定はメインスクリーンで指定してください。設定：S e t u pS e t u p （ディフォル（ディフォル
ト）；ト）；SystemSystem
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IDE Second Channel ControlIDE Second Channel Control
VIA Apollo PROVIA Apollo PROチップセットには２つのチップセットには２つのIDEIDEチャネルに対応したチャネルに対応したPCI IDEPCI IDEイイ
ンターフェイスが含まれています。有効設定（ンターフェイスが含まれています。有効設定（E n a b l e dE n a b l e d）で、セカンダリオ）で、セカンダリオ
ンチップンチップI D EI D E インターフェイスを有効にします。セカンダリ拡張インターフェイスを有効にします。セカンダリ拡張I D EI D E インイン
ターフェイスを搭載している場合は、「ターフェイスを搭載している場合は、「Di s a b l e dD i s a b l e d」に設定してこの機能を無」に設定してこの機能を無
効にしてください。設定：効にしてください。設定：Enabled (Enabled (ディフォルトディフォルト); Disabled); Disabled

PCI/VGA Palette SnoopPCI/VGA Palette Snoop
VGA Palette SnoopVGA Palette Snoop機能を必要とする機能を必要とするISAISAアダプタカードが装着されている場アダプタカードが装着されている場
合は、「合は、「EnabledEnabled」に設定してください。設定：」に設定してください。設定：Disabled (Disabled (ディフォルトディフォルト););
EnabledEnabled

OS Select For DRAM > 64MBOS Select For DRAM > 64MB
6 4 M B6 4 M B 以上の以上のD R A MD R A M が搭載されているとき、使用するオペレーティングシスが搭載されているとき、使用するオペレーティングシス
テムを指定できます。テムを指定できます。O SO SががO S / 2O S / 2の場合は、「の場合は、「O S 2O S 2」を選択してください。そ」を選択してください。そ
れ以外は、ディフォルトの「れ以外は、ディフォルトの「N o n - O S 2N o n - O S 2」に設定してください。設定：」に設定してください。設定：N o n -N o n -
O S 2O S 2（ディフォルト）；（ディフォルト）；O S 2O S 2

Report No FDD For WIN 95Report No FDD For WIN 95
Standard CMOS SetupStandard CMOS Setup画面の画面のDrive ADrive Aおよび／またはおよび／またはDrive BDrive Bが「が「NoneNone」に設定」に設定
されているときは、この項目を「されているときは、この項目を「Y e sY e s 」に設定してください。それ以外の場」に設定してください。それ以外の場
合は、「合は、「N oN o」に設定してください。」に設定してください。D r i v e  AD r i v e  Aおよび／またはおよび／またはD r i v e  BD r i v e  Bがが
「「N o n eN o n e 」に設定してある場合でも、システムはフロッピーディスクドライ」に設定してある場合でも、システムはフロッピーディスクドライ
ブを検出し、認識します。設定：ブを検出し、認識します。設定：Yes (Yes (ディフォルトディフォルト); No); No

Video BIOS ShadowVideo BIOS Shadow
有効設定（有効設定（EnabledEnabled）で、拡張ビデオカードの）で、拡張ビデオカードのVideo ROMVideo ROMコードをシステムメコードをシステムメ
モリにコピーし、処理速度を向上させることができます。設定：モリにコピーし、処理速度を向上させることができます。設定：E n a b l e dE n a b l e d
（ディフォルト）；（ディフォルト）；DisabledDisabled

C8000-CBFFF to DC000-DFFFF ShadowC8000-CBFFF to DC000-DFFFF Shadow
有効設定（有効設定（EnabledEnabled）で、拡張カードの）で、拡張カードのBIOS ROMBIOS ROMコードをシステムメモリにコードをシステムメモリに
コピーし、処理速度を向上させることができます。コピーし、処理速度を向上させることができます。R O MR O M を搭載した別な拡を搭載した別な拡
張カードが装着されている場合は、シャドウ化するために張カードが装着されている場合は、シャドウ化するためにR O MR O M がどのメモがどのメモ
リアドレスを使用するかを知る必要があります。リアドレスを使用するかを知る必要があります。R O MR O M をシャドウ化するをシャドウ化する
と、と、6 4 0 K B6 4 0 K Bからから1 0 2 4 K B1 0 2 4 K Bの範囲の使用可能なメモリ領域が少なくなります。の範囲の使用可能なメモリ領域が少なくなります。
設定：設定：DisabledDisabled（ディフォルト）；（ディフォルト）；EnabledEnabled
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ハードウェア設定ハードウェア設定 Chipset Features Setup Chipset Features Setup

Chipset Features SetupChipset Features Setupではシステムのチップセットの設定を行います。このではシステムのチップセットの設定を行います。この
画面のコントロールキーは前の画面と同じです。画面のコントロールキーは前の画面と同じです。

Bank 0/1, 2/3, 4/5 DRAM TimingBank 0/1, 2/3, 4/5 DRAM Timing
DRAMDRAMの読み出しの読み出し//書き込み書き込み(read/write)(read/write)スピードを選択できますスピードを選択できます｡｡設定：設定：FP/FP/
EDO 70ns (EDO 70ns (ディフォルトディフォルト); FP/EDO 60ns; Fast; Normal; Turbo); FP/EDO 60ns; Fast; Normal; Turbo

SDRAM Cycle LengthSDRAM Cycle Length
S D R A M  D I M MS D R A M  D I M Mを使用しているときにのみを使用しているときにのみBIO SB I O Sの自動検出機能によりの自動検出機能により､､この項この項
目が表示されます。使用中の目が表示されます。使用中のSDRAM DIMMSDRAM DIMMののCAS latencyCAS latencyが２の場合はが２の場合は｢｢22｣｣
に設定して、システムパフォーマンスを向上させてください。３の場合に設定して、システムパフォーマンスを向上させてください。３の場合
は、デイフォルト設定の「は、デイフォルト設定の「33」のままにしてください。」のままにしてください。設定：設定：2, 3 (2, 3 (ディフォディフォ
ルトルト))

Memory Hole at 15M Addr.Memory Hole at 15M Addr.
有効設定（有効設定（E n a b l e dE n a b l e d）で、）で、15 M B1 5 M Bからから1 6 M B1 6 M Bまでのメモリ領域を必要とする拡までのメモリ領域を必要とする拡
張カード用にこのエリアを確保してシステムが使用できないようにしま張カード用にこのエリアを確保してシステムが使用できないようにしま
す。拡張カードはす。拡張カードは1 6 M B1 6 M B 以上のメモリエリアにしかアクセスできません。設以上のメモリエリアにしかアクセスできません。設
定：定：Disabled (Disabled (ディフォルトディフォルト), Enabled), Enabled

Read Around WriteRead Around Write
この機能は、有効（この機能は、有効（E n a b l e dE n a b l e d ）にしておくとデータの読込みに関するパ）にしておくとデータの読込みに関するパ
フォーマンスを高速にします。フォーマンスを高速にします。設定設定: Enabled, Disabled (: Enabled, Disabled (ディフォルトディフォルト))
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Concurrent PCI/HostConcurrent PCI/Host
各バスマスターサイクルが同じパスを使用しない場合は、複数のバスマス各バスマスターサイクルが同じパスを使用しない場合は、複数のバスマス
ターサイクルを同時に有効にします。設定：ターサイクルを同時に有効にします。設定：Disabled (Disabled (ディフォルトディフォルト); Enabled); Enabled

Video RAM CacheableVideo RAM Cacheable
ビデオビデオR A MR A M をキャッシュさせてパフォーマンスを向上させます。設定：をキャッシュさせてパフォーマンスを向上させます。設定：
Disabled (Disabled (ディフォルトディフォルト); Enabled); Enabled

AGP Aperture Size (MB)AGP Aperture Size (MB)
オンボードオンボードA G PA G P カードで使用されるメインメモリのフレームサイズを設定カードで使用されるメインメモリのフレームサイズを設定
しますします｡｡設定：設定：6464（デフォルト）（デフォルト）; 128M; 256M; 4M; 8M; 16M; 32M; 128M; 256M; 4M; 8M; 16M; 32M

OnChip USBOnChip USB
有効設定（有効設定（E n a b l e dE n a b l e d ）で、オンボードの）で、オンボードのU S BU S B 機能を使用できます。設定：機能を使用できます。設定：
Disabled (Disabled (ディフォルトディフォルト); Enabled); Enabled

USB Keyboard SupportUSB Keyboard Support
この項目は「この項目は「OnChip USBOnChip USB」を「」を「EnabledEnabled」に設定してある場合にのみ有効に」に設定してある場合にのみ有効に
なります。有効設定（なります。有効設定（EnabledEnabled）で、）で、USBUS Bキーボードを使用できます。キーボードを使用できます。設定：設定：
Disabled (Disabled (ディフォルトディフォルト); Enabled); Enabled

Auto Detect DIMM/PCI ClkAuto Detect DIMM/PCI Clk
有効設定（有効設定（E n a b l e dE n a b l e d ）で、）で、D I M MD I M M クロックスピードを自動検出します。設クロックスピードを自動検出します。設
定：定：Enabled (Enabled (ディフォルトディフォルト); Disabled); Disabled

Spread SpectrumSpread Spectrum
Spread SpectrumSpread SpectrumををCenter SpreadCenter SpreadタイプかタイプかDown SpreadDown Spreadタイプに設定します。タイプに設定します。設設
定：定：DisabledDisabled（ディフォルト）；（ディフォルト）；EnabledEnabled

Current System Temp. / Current CPUFAN1 Speed / CurrentCurrent System Temp. / Current CPUFAN1 Speed / Current
CPUFAN2 Speed / IN0(V): to IN6(V):CPUFAN2 Speed / IN0(V): to IN6(V):

これらの項目を使ってこのマザーボードのこれらの項目を使ってこのマザーボードのB I O SB I O S によって提供されるデータによって提供されるデータ
を監視することができます。この項目はユーザ設定することはできませを監視することができます。この項目はユーザ設定することはできませ
ん。ん。

省電力機能設定省電力機能設定 Power Management Setup Power Management Setup

Power Management SetupPower Management Setupではシステムの電力消費量を縮小するための設定をではシステムの電力消費量を縮小するための設定を
行います。この機能はシステムがアイドル状態に入った後、一定時間が経行います。この機能はシステムがアイドル状態に入った後、一定時間が経
過したら、ビデオディスプレイを過したら、ビデオディスプレイをO f fO f f にしてにしてH D DH D D をシャットダウンさせまをシャットダウンさせま
す。す。
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Power ManagementPower Management
省電力機能の調整ができます。「省電力機能の調整ができます。「Di s a b l e dD i s a b l e d」設定で省電力機能の設定を無効」設定で省電力機能の設定を無効
にします。「にします。「U s e r  D e f i n e dU s e r  D e f i n e d」設定で省電力機能を手動で設定できます。」設定で省電力機能を手動で設定できます。
「「M A X  S a v i n gM A X  S a v i n g」は一定時間システムがアイドル状態になると省電力モード」は一定時間システムがアイドル状態になると省電力モード
に移行させます。「に移行させます。「MIN SavingMIN Saving」は「」は「MAX SavingMAX Saving」とほぼ同じですが、シス」とほぼ同じですが、シス
テムが省電力モードに入るまでの時間が長くなります。設定：テムが省電力モードに入るまでの時間が長くなります。設定：D i s a b l e dD i s a b l e d；；
User DefinedUser Defined（ディフォルト）；（ディフォルト）；Min SavingMin Saving；；Max SavingMax Saving

PM Control by APMPM Control by APM
APM (Advanced Power Management)APM (Advanced Power Management)機能を利用しない場合は、「機能を利用しない場合は、「NoNo」を選択」を選択
してください。「してください。「YesYes」の設定で、」の設定で、DozeDoze、、StandbyStandby、、SuspendSuspendに移行する前に移行する前
に、に、A P MA P M 機能実行まで待機したままの状態になります。機能実行まで待機したままの状態になります。A P MA P M 機能に対応し機能に対応し
ている場合は、すべてのタスクが終了した後にシステムが省電力モードにている場合は、すべてのタスクが終了した後にシステムが省電力モードに
移行するよう管理します。設定：移行するよう管理します。設定：Y e sY e s （ディフォルト）；（ディフォルト）；N oN o

Video Off OptionVideo Off Option
ディスプレイの省電力モードへの移行方法を設定します。設定：ディスプレイの省電力モードへの移行方法を設定します。設定：Suspend ->Suspend ->
OffOff ( (ディフォルトディフォルト); ); Always OnAlways On; ; All Modes -> OffAll Modes -> Off

Video Off MethodVideo Off Method
モニタをオフにするモードを設定します。「モニタをオフにするモードを設定します。「V/H SYNC+BlankV/H SYNC+Blank」では、ビデ」では、ビデ
オカードから発信される水平（オカードから発信される水平（H-SyncH-Sync）、垂直（）、垂直（V-SyncV-Sync）同期信号を落とし）同期信号を落とし
てディスプレイ表示をブランクにします。「てディスプレイ表示をブランクにします。「D P M SD P M S 」では、」では、D P M SD P M S 規格のビ規格のビ
デオカード自身が制御してディスプレイ表示をブランクにします。「デオカード自身が制御してディスプレイ表示をブランクにします。「B l a n kB l a n k
S c r e e nS c r e e n」では、表示信号を落としてディスプレイ表示をブランクにします。」では、表示信号を落としてディスプレイ表示をブランクにします。
G r e e nG r e e n 機能に対応していないディスプレイモニタに対しては後者を選択して機能に対応していないディスプレイモニタに対しては後者を選択して
ください。スクリーンセーバーとこの機能を同時に使用することはできまください。スクリーンセーバーとこの機能を同時に使用することはできま
せん。設定：せん。設定：V/H Sync + Blank (V/H Sync + Blank (ディフォルトディフォルト); Blank Screen; DPMS); Blank Screen; DPMS
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MODEM Use IRQMODEM Use IRQ
モデムの指定するモデムの指定するI R QI R Q 番号に合わせて、利用できる番号に合わせて、利用できるI R QI R Q を変更できます。設を変更できます。設
定：定：33（デフォルト）；（デフォルト）；NAN A；；44；；55；；77；；99；；101 0；；1 11 1

Soft-Off By PWR-BTTNSoft-Off By PWR-BTTN
この項目はこの項目はA T XA T X電源を使用するシステムケース用で使用します。電源を使用するシステムケース用で使用します。「「D e l a y  4D e l a y  4
S e c .S e c . 」設定では電源ボタンを押して４秒後にシステムをシャットダウンしま」設定では電源ボタンを押して４秒後にシステムをシャットダウンしま
す。「す。「In s t a n t - O f fI n s t a n t - O f f」の設定では、電源ボタンを押したら直ちにシステムを」の設定では、電源ボタンを押したら直ちにシステムを
シャットダウンします。設定：シャットダウンします。設定：Delay 4 Sec. (Delay 4 Sec. (ディフォルトディフォルト); Instant Off); Instant Off

HDD Power DownHDD Power Down
一定期間システムが利用されていないと判断されたとき一定期間システムが利用されていないと判断されたときI D E  I D E  ハードディスクハードディスク
ドライブをオフにします。「ドライブをオフにします。「Max SavingMax Saving」設定で１分後に」設定で１分後にDoze/Standby/Doze/Standby/
SuspendSuspendモードに移行します。「モードに移行します。「Min SavingMin Saving」設定で」設定で1515分後に分後にDoze/Standby/Doze/Standby/
SuspendSuspendモードに以降します。「モードに以降します。「Power ManagementPower Management」が「」が「User DefinedUser Defined」に設」に設
定されている場合は、１分からから定されている場合は、１分からから1 51 5 分の間で設定してください。この機分の間で設定してください。この機
能は能はSCSI HDDSCSI HDDには適用されません。設定：には適用されません。設定：Disabled (Disabled (ディフォルトディフォルト); 1 Min; . .); 1 Min; . .
. 15 Min. 15 Min

Doze Mode/Suspend ModeDoze Mode/Suspend Mode
Doze/SuspendDoze/Suspendモードに移行してからの時間を設定します。「モードに移行してからの時間を設定します。「Max SavingMax Saving」設」設
定で定でDoze/SuspendDoze/Suspendモードはモードは1010秒後に、「秒後に、「Min SavingMin Saving」設定で」設定でDoze/SuspendDoze/Suspendモーモー
ドは１時間後に有効になります。「ドは１時間後に有効になります。「Power ManagementPower Management」が「」が「User DefinedUser Defined」」
に設定されている場合は、に設定されている場合は、10 Sec; 20 Sec; 30 Sec; 40 Sec; 1 Min; 2 Min; 4 Min;10 Sec; 20 Sec; 30 Sec; 40 Sec; 1 Min; 2 Min; 4 Min;
6 Min; 8 Min; 10 Min; 20 Min; 30 Min; 40 Min; 1 Hour6 Min; 8 Min; 10 Min; 20 Min; 30 Min; 40 Min; 1 Hourから選択してください。から選択してください。
ディフォルトは「ディフォルトは「DisabledDisabled」です。」です。

V G AV G A
「「O NO N 」設定で、」設定で、V G AV G A が利用されていないと判断されたとき省電力タイマーが利用されていないと判断されたとき省電力タイマー
が稼動します。「が稼動します。「O F FO F F 」設定でこの機能」設定でこの機能は無効になります。は無効になります。設定：設定：O F FO F F  ( (
ディフォルトディフォルト); ); ONON

LPT & COMLPT & COM
「「L P T / C O ML P T / C O M」設定で、」設定で、L P TL P T ととC O MC O M ポートが利用されていないと判断されたポートが利用されていないと判断された
とき省電力タイマーが稼動します。「とき省電力タイマーが稼動します。「LPT (COM)LPT (COM)」設定で、」設定で、LPT(COM)LPT(COM)ポーポー
トが利用されていないと判断されたとき、省電力タイマーが稼動します。トが利用されていないと判断されたとき、省電力タイマーが稼動します。
「「NONENONE」設定でこの機能は無効になります。」設定でこの機能は無効になります。設定設定: LP T / C O M  (:  L P T / C O M  (ディフォルディフォル
トト), LPT, COM, NONE), LPT, COM, NONE

HDD & FDDHDD & FDD
有効設定有効設定( O N )( O N ) で、で、H D DH D D ととF D DF D D が作動していないとき、省電力タイマーが稼が作動していないとき、省電力タイマーが稼
動します。「動します。「OFFOFF」」でこの機能は無効になります。でこの機能は無効になります。設定設定: OFF, ON (: OFF, ON (ディフォディフォ
ルトルト))
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DMA/masterDMA/master
「「O NO N 」設定で、」設定で、L A NL A N カードかカードかS C S IS C S I カードのバスマスターまたはカードのバスマスターまたはD M AD M A の省電の省電
力からの回復イベント機能を有効にします。設定：力からの回復イベント機能を有効にします。設定：OFF (OFF (ディフォルトディフォルト); ON); ON

Modem Ring ResumeModem Ring Resume
システムにシステムにA T XA T X 電源が搭載されている場合、この機能を有効設定電源が搭載されている場合、この機能を有効設定
（（E n a b l e dE n a b l e d）にすると、）にすると、L A NL A N を介してリモートコンピュータからシステムをを介してリモートコンピュータからシステムを
回復させることができます。設定：回復させることができます。設定：Disabled (Disabled (ディフォルトディフォルト); Enabled); Enabled

RTC Alarm ResumeRTC Alarm Resume
システムにシステムにA T XA T X 電源が搭載されている場合、この機能を有効設定電源が搭載されている場合、この機能を有効設定
（（E n a b l e dE n a b l e d）にすると、システムを電源オフ状態から回復させる時間を設定）にすると、システムを電源オフ状態から回復させる時間を設定
できます。設定：できます。設定：Disabled (Disabled (ディフォルトディフォルト); Enabled); Enabled

Primary INTRPrimary INTR
「「ONON」設定で次の」設定で次のIRQI R Q＃の項目を設定できます。設定：＃の項目を設定できます。設定：ON (ON (ディフォルトディフォルト);) ;
O F FO F F

IRQ3 (COM 2), . . . , IRQ7 (LPT 1), IRQ12 (PS/2 Mouse), . . . , IRQ14IRQ3 (COM 2), . . . , IRQ7 (LPT 1), IRQ12 (PS/2 Mouse), . . . , IRQ14
(Hard Disk)(Hard Disk)

省電力機能を有効にする省電力機能を有効にするIRQI R Qを個々に設定できます。設定：を個々に設定できます。設定：Pr i m a r y  (P r i m a r y  (ディディ
フォルトフォルト); Secondary; Disabled); Secondary; Disabled

IRQ8 (RTC Alarm), IRQ15 (IRQ8 (RTC Alarm), IRQ15 (予約済み予約済み))
省電力機能を有効にする省電力機能を有効にするI R QI R Q を個々に設定できます。ソフトウェアのアラーを個々に設定できます。ソフトウェアのアラー
ムクロックやイベントカレンダーによってシステムを電源オフの状態からムクロックやイベントカレンダーによってシステムを電源オフの状態から
回復させられるように、回復させられるように、IRQ8 (Real Time Alarm) IRQ8 (Real Time Alarm) は通常「は通常「DisabledDisabled」に設定さ」に設定さ
れています。れています。設定：設定：Disabled (Disabled (ディフォルトディフォルト); Primary; Secondary); Primary; Secondary

IRQ9 (IRQ2 Redir), . . . , IRQ11 (IRQ9 (IRQ2 Redir), . . . , IRQ11 (予約済み予約済み))
I R Q 9 ,  I R Q 1 0 ,  I R Q 1 4I R Q 9 ,  I R Q 1 0 ,  I R Q 1 4の省電力機能を有効にすることができます。設定：の省電力機能を有効にすることができます。設定：
Secondary (Secondary (ディフォルトディフォルト); Primary; Disabled); Primary; Disabled

プラグ＆プレイ・プラグ＆プレイ・PCIPCI設定設定 PNP and PCI Setup PNP and PCI Setup

PNP and PCI SetupPNP and PCI SetupではではPCIPCIバススロットを設定します。システム上のすべてバススロットを設定します。システム上のすべて
ののP C IP C IバススロットはバススロットはI N T A #I N T A #を使用しますので、装着されているを使用しますので、装着されているP C IP C Iカードカード
はすべてこの値に設定しなければなりません。はすべてこの値に設定しなければなりません。
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PNP OS InstalledPNP OS Installed
Windows NTWindows NTややWindows 95Windows 95のようにのようにOSOSがプラグ＆プレイ機能に対応しているがプラグ＆プレイ機能に対応している
ときとき｢ Y e s ｣｢ Y e s ｣に設定すると、に設定すると、O SO Sが割り込みを割り当て直します。が割り込みを割り当て直します。O SO Sがプラグ＆がプラグ＆
プレイに対応していない場合や、割り込み設定をプレイに対応していない場合や、割り込み設定をO SO S に変更させたくないとに変更させたくないと
きは、「きは、「N oN o 」に設定してください。設定：」に設定してください。設定：N oN o ；；Y e sY e s （ディフォルト）（ディフォルト）

Resources Controlled ByResources Controlled By
B I O SB I O S で全てのシステムリソースを自動設定させるにはで全てのシステムリソースを自動設定させるには｢ A u t o ｣｢ A u t o ｣ に設定しまに設定しま
す。競合するリソースが見つかった場合はす。競合するリソースが見つかった場合は､､「「M a n u a lM a n u a l」に設定してください」に設定してください｡｡
設定：設定：AutoAuto（ディフォルト）；（ディフォルト）；ManualManual

Reset Configuration DataReset Configuration Data
有効設定（有効設定（Ena b l e dE n a b l e d）で、現在の）で、現在のBI O SB I O S設定をクリアしディフォルト設定に戻設定をクリアしディフォルト設定に戻
しますします｡｡設定：設定：DisabledDisabled（ディフォルト）；（ディフォルト）；EnabledEnabled

CPU to PCI Write BufferCPU to PCI Write Buffer
有効設定有効設定(Enabled)(Enabled)で、システムコントローラの内部バッファへのデータとアで、システムコントローラの内部バッファへのデータとア
ドレスのアクセスが可能になり、ドレスのアクセスが可能になり、C P UC P U が待機状態から開放されます。が待機状態から開放されます。設定設定::
Enabled (Enabled (ディフォルトディフォルト), Disabled), Disabled

PCI Dynamic BurstingPCI Dynamic Bursting
有効設定有効設定(Enabled)(Enabled)で、継続するで、継続するPCIPCIサイクルが同じサイクルが同じ1KB1KB空間のアドレスであ空間のアドレスであ
れば、れば、P C IP C IコントローラーはコントローラーはP C IP C I転送をバーストモードで実行し転送をバーストモードで実行し､ P C I､ P C Iバスのバスの
処理能力を向上させます。処理能力を向上させます。設定設定: Enabled (: Enabled (ディフォルトディフォルト), Disabled), Disabled
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PCI Master 0 WS WritePCI Master 0 WS Write
有効設定有効設定(Enabled)(Enabled)で、で、PCIPCIマスタードライブがマスタードライブがDRAMDRAMにデータを書きにデータを書き込むと込むと
き、待機状態無しのサイクルき、待機状態無しのサイクル(zero-wait state-cycle)(zero-wait state-cycle)を実行します。を実行します。設定設定::
Enabled (Enabled (ディフォルトディフォルト), Disabled), Disabled

PCI Delay TransactionPCI Delay Transaction
この機能を有効この機能を有効(En a b l e )( E n a b l e )にすると、新しいにすると、新しいPC IP C Iマスターの要求があると現在マスターの要求があると現在
ののP C IP C I マスターサイクルを中止して受理し、その後で再受諾された先のマスターサイクルを中止して受理し、その後で再受諾された先のP C IP C I
マスターにデータ転送しますマスターにデータ転送します｡｡設定設定: Disabled, Enabled (: Disabled, Enabled (ディフォルトディフォルト))

PCI#2 Access #1 RetryPCI#2 Access #1 Retry
有効設定有効設定(Enabled)(Enabled)で、で、AGP (PCI#2) AGP (PCI#2) が設定した回数だけが設定した回数だけPCI (PCI#1) PCI (PCI#1) にアクセにアクセ
スします。スします。設定：設定：Disabled (Disabled (ディフォルトディフォルト); Enabled); Enabled

AGP Master 1 WS WriteAGP Master 1 WS Write
有効設定有効設定(Enabled)(Enabled)で、で、AGPAGPバスマスターがバスマスターがDRAMDRAMへデータを書き込むと待ちへデータを書き込むと待ち
状態サイクルを１つ追加します。状態サイクルを１つ追加します。設定：設定：Enabled (Enabled (ディフォルトディフォルト); Disabled); Disabled

AGP Master 1 WS ReadAGP Master 1 WS Read
有効設定有効設定(Enabled)(Enabled)で、で、AGPAGPバスマスターがバスマスターがDRAMDRAMへデータを読み込むと待ちへデータを読み込むと待ち
状態サイクルを１つ追加します。状態サイクルを１つ追加します。設定：設定：Disabled (Disabled (ディフォルトディフォルト); Enabled); Enabled

PCI IRQ Activated ByPCI IRQ Activated By
I D EI D Eカードがエッジで有効になるときは、「カードがエッジで有効になるときは、「E d g eE d g e 」に設定してください。」に設定してください。設設
定：定：Level (Level (ディフォルトディフォルト); Edge); Edge

Assign IRQ For USBAssign IRQ For USB
使用している使用しているUSBUSBががIRQIRQを必要としないときは、「を必要としないときは、「DisabledDisabled」に設定します。」に設定します。
IRQIRQが１つ開放され、他のリソースに割り当てられます。設定：が１つ開放され、他のリソースに割り当てられます。設定：Disabled (Disabled (
ディフォルトディフォルト); Enabled); Enabled

Assign IRQ For VGAAssign IRQ For VGA
使用している使用しているPCI VGAPCI VGAカードがカードがIRQIRQを必要としないときは、「を必要としないときは、「DisabledDisabled」に設」に設
定します。定します。I R QI R Q が１つ開放され、他のリソースに割り当てられます。設定：が１つ開放され、他のリソースに割り当てられます。設定：
Enabled (Enabled (ディフォルトディフォルト); Disabled); Disabled
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BIOSBIOSの標準設定実行の標準設定実行 Load BIOS Defaults Load BIOS Defaults

B I O SB I O S のデフォルトのデフォルト（（標準標準））設定は設定は､､ 必要最低限のシステムパフォーマンスを必要最低限のシステムパフォーマンスを
確立するために各パラメータに対して最適なパラメーターの設定を読み込確立するために各パラメータに対して最適なパラメーターの設定を読み込
みます。これらの設定値を読み込むと、システムのパフォーマンスを高めみます。これらの設定値を読み込むと、システムのパフォーマンスを高め
るような設定はすべて無効にされます。これらの設定を読み込むにはメイるような設定はすべて無効にされます。これらの設定を読み込むにはメイ
ンスクリーンで「ンスクリーンで「Load BIOS DefaultsLoad BIOS Defaults」を選択して」を選択してEnterEnterキーを押してくださキーを押してくださ
い。画面に確認メッセージが表示されますのでい。画面に確認メッセージが表示されますのでYY キーを押して、キーを押して、E n t e rE n t e r キーキー
で確認します。設定を中止するにはで確認します。設定を中止するにはNN キーを押してからキーを押してからE n t e rE n t e r キーを押してキーを押して
ください。この機能はください。この機能はStandard CMOS SetupStandard CMOS Setup画面の項目には影響しません。画面の項目には影響しません。

SetupSetupの標準設定実行の標準設定実行 Load Setup Defaults Load Setup Defaults

この項目を選択すると、システムが自動的にこの項目を選択すると、システムが自動的にB I O SB I O S とチップセット機能を工とチップセット機能を工
場出荷時のデフォルト値の設定に戻します。これらの標準値を読み込むに場出荷時のデフォルト値の設定に戻します。これらの標準値を読み込むに
は、メインスクリーンで「は、メインスクリーンで「Load Setup DefaultsLoad Setup Defaults」を選択して」を選択してEnterEnterキーを押しキーを押し
てください。画面に確認メッセージが表示されますのでてください。画面に確認メッセージが表示されますのでYY キーを押して、キーを押して、
Ent e rE n t e rキーで確認します。設定を中止するにはキーで確認します。設定を中止するにはNNキーを押してからキーを押してからEn t e rE n t e rキーキー
を押してください。この機能はを押してください。この機能はStandard CMOS SetupStandard CMOS Setup画面の項目には影響しま画面の項目には影響しま
せん。せん。
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ディバイスの接続ディバイスの接続 Integrated Peripherals Integrated Peripherals

OnChip IDE First ChannelOnChip IDE First Channel
有効設定（有効設定（EnabledEnabled）で、オンボードの）で、オンボードのプライマリプライマリPCI IDEPCI IDEを使用できるようを使用できるよう
にします。設定：にします。設定：Enabled (Enabled (ディフォルトディフォルト); Disabled); Disabled

OnChip IDE Second ChannelOnChip IDE Second Channel
有効設定（有効設定（EnabledEnabled）で、オンボードの）で、オンボードのセカンダリセカンダリPCI IDEPCI IDEを使用できるようを使用できるよう
にします。設定：にします。設定：Enabled (Enabled (ディフォルトディフォルト); Disabled); Disabled
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IDE Prefetch ModeIDE Prefetch Mode
データをプライマリデータをプライマリI D EI D E データポートにポストさせ、ここからプリフェッチデータポートにポストさせ、ここからプリフェッチ
させます。データポートから読み込みが開始されるとデータのプリフェッさせます。データポートから読み込みが開始されるとデータのプリフェッ
チも開始されます。この機能によりチも開始されます。この機能によりI D EI D E データポートへの遅延を解消し、最データポートへの遅延を解消し、最
高の高のP I OP I O データ転送レートでデータを転送します。セクター最初のデータデータ転送レートでデータを転送します。セクター最初のデータ
ポート読み取りを「デマンドリード」と呼びます。以降のデータポート読ポート読み取りを「デマンドリード」と呼びます。以降のデータポート読
み取りを「プリフェッチリード」と呼びます。デマンドリードとすべてのみ取りを「プリフェッチリード」と呼びます。デマンドリードとすべての
プリフェッチリードは同じサイズ（プリフェッチリードは同じサイズ（1 61 6 ビットかビットか3 23 2 ビット）でなければなりビット）でなければなり
ません。設定：ません。設定：Enabled (Enabled (ディフォルトディフォルト); Disabled); Disabled

IDE HDD Block ModeIDE HDD Block Mode
有効設定（有効設定（E n a b l e dE n a b l e d）でシステムがブロックモードのハードディスクに読み）でシステムがブロックモードのハードディスクに読み
出し／書き込み要求を実行します。設定：出し／書き込み要求を実行します。設定：EnabledEnabled（デフォルト）；（デフォルト）；DisabledDisabled

IDE Primary Master PIO IDE Primary Master PIO ((「「OnChip IDE First ChannelOnChip IDE First Channel」が有効のとき」が有効のとき

のみ設定可能のみ設定可能))
P C IP C I のプライマリーのプライマリーI D EI D E ハードディスクハードディスク(( マスターマスター)) モードの自動またはマモードの自動またはマ
ニュアル設定を選択します。設定：ニュアル設定を選択します。設定：Auto (Auto (ディフォルトディフォルト); Mode 0; Mode 1;); Mode 0; Mode 1;
Mode 2; Mode 3; Mode 4Mode 2; Mode 3; Mode 4

IDE Primary Slave IDE Primary Slave PIO (PIO (「「OnChip IDE First ChannelOnChip IDE First Channel」が有効のとき」が有効のとき

のみ設定可能のみ設定可能))
P C IP C I のプライマリーのプライマリーI D EI D E ハードディスクハードディスク(( スレーブスレーブ)) モードの自動またはマモードの自動またはマ
ニュアル設定を選択します。設定：ニュアル設定を選択します。設定：Auto (Auto (ディフォルトディフォルト); Mode 0; Mode 1;); Mode 0; Mode 1;
Mode 2; Mode 3; Mode 4Mode 2; Mode 3; Mode 4

IDE Secondary Master PIO IDE Secondary Master PIO ((「「OnChip IDE Second ChannelOnChip IDE Second Channel」が有効」が有効

のときのみ設定可能のときのみ設定可能))
P C IP C I のセカンダリのセカンダリI D EI D E ハードディスクハードディスク(( マスターマスター)) モードの自動またはマニュモードの自動またはマニュ
アル設定を選択します。設定：アル設定を選択します。設定：Auto (Auto (ディフォルトディフォルト); Mode 0; Mode 1; Mode 2;); Mode 0; Mode 1; Mode 2;
Mode 3; Mode 4Mode 3; Mode 4

IDE Secondary Slave PIO IDE Secondary Slave PIO ((「「OnChip IDE Second ChannelOnChip IDE Second Channel」が有効」が有効

のときのみ設定可能のときのみ設定可能))
P C IP C I のセカンダリのセカンダリI D EI D E ハードディスクハードディスク(( スレーブスレーブ)) モードの自動またはマニュモードの自動またはマニュ
アル設定を選択します。設定：アル設定を選択します。設定：Auto (Auto (ディフォルトディフォルト); Mode 0; Mode 1; Mode 2;); Mode 0; Mode 1; Mode 2;
Mode 3; Mode 4Mode 3; Mode 4

IDE Primary Master UDMA IDE Primary Master UDMA ((「「OnChip IDE First ChannelOnChip IDE First Channel」が有効の」が有効の

ときのみ設定可能ときのみ設定可能))
マザーボードとマザーボードとHDDHDDががUltra DMAUltra DMAに対応しているとき、に対応しているとき、PCIPCIプライマリープライマリーIDEIDE
HDDHDD（マスター）モードを自動設定できます。設定：（マスター）モードを自動設定できます。設定：Auto  (A u t o  (ディフォルトディフォルト);) ;
DisabledDisabled
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IDE Primary Slave UDMA IDE Primary Slave UDMA ((「「OnChip IDE First ChannelOnChip IDE First Channel」が有効のと」が有効のと

きのみ設定可能きのみ設定可能))
マザーボードとマザーボードとH D DH D D ががU D M AU D M A に対応しているとき、に対応しているとき、P C IP C I プライマリープライマリーI D EI D E
HDDHDDモードを自動設定できます。設定：モードを自動設定できます。設定：Auto (Auto (ディフォルトディフォルト); Disabled); Disabled

IDE Secondary Master IDE Secondary Master UDMA (UDMA (「「OnChip IDE Second ChannelOnChip IDE Second Channel」が有」が有

効のときのみ設定可能効のときのみ設定可能))
マザーボードとマザーボードとH D DH D DががU D M AU D M Aに対応しているとき、に対応しているとき、P C IP C IセカンダリセカンダリI D E  H D DI D E  H D D
モードを自動設定できます。モードを自動設定できます。設定：設定：Auto (Auto (ディフォルトディフォルト); Disabled); Disabled

IDE Secondary Slave UDMAIDE Secondary Slave UDMA ( (「「OnChip IDE Second ChannelOnChip IDE Second Channel」が有」が有

効のときのみ設定可能効のときのみ設定可能))
マザーボードとマザーボードとH D DH D DががU D M AU D M Aに対応しているとき、に対応しているとき、P C IP C IセカンダリセカンダリI D E  H D DI D E  H D D
モードを自動設定できます。モードを自動設定できます。設定：設定：Auto (Auto (ディフォルトディフォルト); Disabled); Disabled

Init Display FirstInit Display First
AGP VGAAGP VGAカードとカードとPCI VGAPCI VGAカードの両方が装着されているときどちらを優先カードの両方が装着されているときどちらを優先
的に使用するかを選択します。設定：的に使用するかを選択します。設定：PCI Slot (PCI Slot (ディフォルトディフォルト); AGP); AGP

Onboard FDD ControllerOnboard FDD Controller
有効設定有効設定( E n a b l e d )( E n a b l e d )で、で、F D DF D D コントローラがアクティブになります。設定コントローラがアクティブになります。設定::
Enabled (Enabled (ディフォルトディフォルト), Disabled), Disabled

Onboard Serial Port 1Onboard Serial Port 1
シリアルポート１がオンボードシリアルポート１がオンボードI / OI / O コントローラーを使用していれば、シリコントローラーを使用していれば、シリ
アルポートのパラメーターを調整できます。アルポートのパラメーターを調整できます。I / OI / O カードを装着する必要があカードを装着する必要があ
る場合は、る場合は、C O M 3C O M 3ととC O M 4C O M 4が必要になる場合がありますが必要になる場合があります｡｡設定：設定：A u t o  (A u t o  (ディディ
フォルトフォルト); 3F8/IRQ4; 3E8/IRQ4; 2F8/IRQ3; 2E8/IRQ3; Disabled); 3F8/IRQ4; 3E8/IRQ4; 2F8/IRQ3; 2E8/IRQ3; Disabled

Onboard Serial Port 2Onboard Serial Port 2
シリアルポートシリアルポート22 がオンボードがオンボードI / OI / O コントローラーを使用していればコントローラーを使用していれば､､ シリアシリア
ルポートのパラメーターを調整できます。ルポートのパラメーターを調整できます。I / OI / O カードを装着する必要があるカードを装着する必要がある
場合は、場合は、COM 3C O M 3ととC O M 4C O M 4が必要になる場合がありますが必要になる場合があります｡｡設定：設定：Au t o  (A u t o  (ディフォディフォ
ルトルト); 2F8/IRQ3; 3E8/IRQ4; 2E8/IRQ3; 3F8/IRQ4; Disabled); 2F8/IRQ3; 3E8/IRQ4; 2E8/IRQ3; 3F8/IRQ4; Disabled

UART 2 Mode UART 2 Mode ((「「Onboard Serial Port 2Onboard Serial Port 2」が無効になっていないと」が無効になっていないと

きのみ設定可能きのみ設定可能))
シリアルポートシリアルポート22 ががI RI R ポートとして使用されている場合ポートとして使用されている場合､ I R､ I R モードの設定がモードの設定が
可能です可能です｡ C O M 2｡ C O M 2 ををI RI R としてでなくシリアルポートとして利用する場合は、としてでなくシリアルポートとして利用する場合は、
｢Standard｣｢Standard｣に設定しますに設定します｡｡設定設定：：Standard (Standard (ディフォルトディフォルト); IrDA 1.0; ASK IR;); IrDA 1.0; ASK IR;
MIR 0.57M; MIR 1.15M; FIRMIR 0.57M; MIR 1.15M; FIR
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IR Function Duplex IR Function Duplex ((「「UART 2 ModeUART 2 Mode」が「」が「StandardStandard」に設定され」に設定され

ていないときのみ設定可能ていないときのみ設定可能))
赤外線機能のデータ転送方法を選択します赤外線機能のデータ転送方法を選択します｡｡設定設定: Half (: Half (ディフォルトディフォルト), Full), Full

RxD, TxD ActiveRxD, TxD Active
アクティブ信号の受信と送信の設定が可能です。但しこの分野に詳しい技アクティブ信号の受信と送信の設定が可能です。但しこの分野に詳しい技
術者以外は変更しないことを推奨します術者以外は変更しないことを推奨します｡｡設定設定:: Hi, Hi ( Hi, Hi (ディフォルトディフォルト); Hi, Lo;); Hi, Lo;
Lo, Hi; Lo, LoLo, Hi; Lo, Lo

Onboard Parallel PortOnboard Parallel Port
パラレルポートがオンボードのパラレルポートがオンボードのI / OI / O コントローラーを利用している場合、既コントローラーを利用している場合、既
定値からのパラメーター値の選択が可能です。設定：定値からのパラメーター値の選択が可能です。設定：378/IRQ7 (378/IRQ7 (ディフォルディフォル
トト); 278/IRQ5; 3BC/IRQ7; Disabled); 278/IRQ5; 3BC/IRQ7; Disabled

Parallel Port Mode Parallel Port Mode ((「「Onboard Parallel PortOnboard Parallel Port」が「」が「DisabledDisabled」に設」に設

定していないときのみ設定可能定していないときのみ設定可能))
高性能プリンタを接続できます。設定：高性能プリンタを接続できます。設定：Normal (Normal (ディフォルトディフォルト); EPP1.7; SPP;); EPP1.7; SPP;
EPP1.9; ECPEPP1.9; ECP

ECP Mode Use ECP Mode Use DMA (DMA (「「Parallel Port ModeParallel Port Mode」が「」が「ECPECP」に設定して」に設定して

あるときのみ設定可能あるときのみ設定可能))
Direct Memory AccessDirect Memory Access（（DMADMA）チャネルを選択できます。設定：）チャネルを選択できます。設定：3 (3 (ディフォディフォ
ルトルト); 1); 1

Parallel Port EPP TypeParallel Port EPP Type
EPPEPPバージョンを設定できます。設定：バージョンを設定できます。設定：EPP1.9 (EPP1.9 (ディフォルトディフォルト); EPP1.7); EPP1.7

Onboard Audio ChipOnboard Audio Chip
アドオンオーディオカードを使用したいときに、オンボードのオーディオアドオンオーディオカードを使用したいときに、オンボードのオーディオ
チップを無効にできます。設定：チップを無効にできます。設定：Enabled (Enabled (ディフォルトディフォルト); Disabled); Disabled
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パスワードの設定パスワードの設定
Supervisor Password and User PasswordSupervisor Password and User Password

この画面ではシステムパスワードを設定します。この画面ではシステムパスワードを設定します。Supervisor PasswordSupervisor Passwordはシステはシステ
ムと設定ユーティリティを保護するためのパスワードで、ムと設定ユーティリティを保護するためのパスワードで、User passwordUser passwordはシはシ
ステム専用のパスワードです。工場出荷時には、システムにはパスワードステム専用のパスワードです。工場出荷時には、システムにはパスワード
が何も設定されていません。パスワードを設定するには、パスワードのタが何も設定されていません。パスワードを設定するには、パスワードのタ
イプを選択してイプを選択してE n t e rE n t e r キーを押します。パスワードの入力を求められますのキーを押します。パスワードの入力を求められますの
で、アルファベット文字８文字以内でパスワードを入力して、で、アルファベット文字８文字以内でパスワードを入力して、E n t e rE n t e r キーをキーを
押してください。パスワードを入力する際は大文字、小文字の違いにも注押してください。パスワードを入力する際は大文字、小文字の違いにも注
意してください。意してください。確認要求が表示されたらもう一度同じパスワードを入力確認要求が表示されたらもう一度同じパスワードを入力
してしてE n t e rE n t e r キーで確定してください。パスワードを設定したら自動的にメイキーで確定してください。パスワードを設定したら自動的にメイ
ンスクリーンへ戻ります。ンスクリーンへ戻ります。パスワード機能を使用するには、パスワード機能を使用するには、BIOS FeaturesBIOS Features
SetupSetupののSecurity OptionSecurity Optionでパスワードの入力を要求するセキュリティレベルをでパスワードの入力を要求するセキュリティレベルを
指定してください。指定してください。パスワードを無効にするには、パスワードの入力を要パスワードを無効にするには、パスワードの入力を要
求されたとき求されたときE n t e rE n t e r キーを押してください。パスワードが無効となったことキーを押してください。パスワードが無効となったこと
を知らせるメッセージが表示されます。を知らせるメッセージが表示されます。

ハードディスクの自動検出ハードディスクの自動検出
IDE HDD Auto DetectionIDE HDD Auto Detection

IDE HDD Auto DetectionIDE HDD Auto DetectionははIDEIDEハードディスクのパラメータを検出し、それハードディスクのパラメータを検出し、それ
を自動的にを自動的にStandard CMOS SetupStandard CMOS Setupに入力します。ボックス内にリストされたパに入力します。ボックス内にリストされたパ
ラメータによって、最高４つのラメータによって、最高４つのI D EI D E ドライブが検出されます。最適値に設定ドライブが検出されます。最適値に設定
するにはするにはYY キーを押し、設定を変えるときはキーを押し、設定を変えるときはO P T I O N SO P T I O N S 項目に表示される値項目に表示される値
から選択してください。次のドライブに移行するにはから選択してください。次のドライブに移行するにはNN キーを押してくださキーを押してくださ
い。入力値を確認すると、ドライブ文字の横にパラメータが表示されますい。入力値を確認すると、ドライブ文字の横にパラメータが表示されます
ので、次のドライブ文字を設定してください。ので、次のドライブ文字を設定してください。NN キーを押すとパラメータキーを押すとパラメータ
セットを確認せずに、ドライブ文字の後にセットを確認せずに、ドライブ文字の後に00 が入力されます。が入力されます。44 つのデバイつのデバイ
スに対してエンハンスドスに対してエンハンスドI D EI D E をサポートしていないをサポートしていないI D EI D E コントローラを使用コントローラを使用
する場合は、する場合は、I D E  H D DI D E  H D Dはは22つしか装着できません。ドライブつしか装着できません。ドライブEEとドライブとドライブFFをを
使用するためには、使用するためには、I D EI D E コントローラがエンハンスドコントローラがエンハンスドI D EI D E 機能に対応してい機能に対応してい
なければなりません。自動検出が終了したら、確認されたエントリがすべなければなりません。自動検出が終了したら、確認されたエントリがすべ
ててStandard CMOS SetupStandard CMOS Setup画面に自動的に入力されます。省略したエントリは入画面に自動的に入力されます。省略したエントリは入
力されません。力されません。L B AL B A モードに対応したハードディスクを自動検出するときモードに対応したハードディスクを自動検出するとき
は、パラメータボックスには、パラメータボックスに33 つのラインが表示されます。つのラインが表示されます。L B AL B A ドライブにはドライブには
L B AL B Aをリストしたラインを選択し、をリストしたラインを選択し、L a r g eL a r g eととN o r m a lN o r m a lは選択しないでくださは選択しないでくださ
い。自動検出機能は特定のい。自動検出機能は特定のI D EI D E ハードディスクに対してハードディスクに対して11 つのパラメータつのパラメータ
セットしか検出できません。いくつかのセットしか検出できません。いくつかのI D EI D E ドライブは複数のセットを使用ドライブは複数のセットを使用
することができますが、ドライブが新しく、データが何も保存されていなすることができますが、ドライブが新しく、データが何も保存されていな
ければ問題ありません。ければ問題ありません。
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注意：ハードディスクがすでに以前のシステムでフォーマットされているとき注意：ハードディスクがすでに以前のシステムでフォーマットされているとき
は、間違ったパラメータが検出される場合があります。この場合は手動で正しは、間違ったパラメータが検出される場合があります。この場合は手動で正し
いパラメータを入力するか、ハードディスク上のデータが必要でなければ低レいパラメータを入力するか、ハードディスク上のデータが必要でなければ低レ
ベルでフォーマットしてください。データはシステムにより異なりますので、ベルでフォーマットしてください。データはシステムにより異なりますので、
上に表示されるデータとあなたのシステムのデータは異なる場合があります。上に表示されるデータとあなたのシステムのデータは異なる場合があります。

表示されたパラメータとドライブをフォーマットしたときのパラメータが表示されたパラメータとドライブをフォーマットしたときのパラメータが
異なる場合は、ドライブは読み取り不可能となります。自動検出されたパ異なる場合は、ドライブは読み取り不可能となります。自動検出されたパ
ラメータとドライブが使用すべきパラメータが異なる場合は、ラメータとドライブが使用すべきパラメータが異なる場合は、NN キーを押しキーを押し
て表示された設定を拒否し、て表示された設定を拒否し、Standard CMOS SetupStandard CMOS Setup画面で正しい値を入力して画面で正しい値を入力して
ください。ください。

設定の保存終了設定の保存終了 Save & Exit Setup Save & Exit Setup

現在のセッションで行った設定を現在のセッションで行った設定をC M O SC M O S メモリに保存します。新しい設定をメモリに保存します。新しい設定を
保存するには、メインメニューから「保存するには、メインメニューから「Save & Exit SetupSave & Exit Setup」」を選択してを選択してEnterEnter
キーを押してください。キーを押してください。

設定の未保存と終了設定の未保存と終了 Exit Without Saving Exit Without Saving

現在のセッションで行った設定を保存せずに設定ユーティリティを終了し現在のセッションで行った設定を保存せずに設定ユーティリティを終了し
ます。新しい設定を保存せずに終了するには、メインメニューから「ます。新しい設定を保存せずに終了するには、メインメニューから「E x i tE x i t
Without SavingWithout Saving」」を選択してを選択してEnterEnterキーを押してください。キーを押してください。
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